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今同 は 多少 趣向 を変 えて 発 注者 側の 話，しかも，

公 共工 事 の発 注 に先 立っ て 行わ れる 予定 価格 の 積

算の 精度 向上 に 役 立つ 方法 の 紹介 で ある。

１ 予定価格のタイムラグ
よく 言わ れるよ う に， 建 設会 社 の経 営 にと って

は 公共コ１事と 民 間工 事 は持ち つ持 た れつ の関 係 で

あ る。 こ れ は官 民そ れ ぞ れの 発注 量 の推 移 を見 れ

ば明 らか で，景 気の 良 いと きに は 比較 的 少 なくて，

不 景 気 にな る と多く なる のが 公 共］二事 であ る。

空前の建築ブームで建設費が高謄した平成バブ

ル期， 公共 工 事に ま で手
が回 ら な いと いう の が多

く の建 設会 杜 の本 音 だっ た よう だ。 平 成 ２年 頃 は

入 札不 調 が国 会 な どで も度々 問 題 に なっ た。 原 因

の 一つ は 建 設物 価の 実 勢 と顕 著な タイ ム ラ グが あ

る 予 定価 格 のた め とさ れた。 す なわち， 予 定価 格

が建 設会 杜 の 入札 価格 よ りも 低 めに 設 定さ れて い

た た め で あ っ た。

いう ま でも なく 日本 では， 予 定
価 格 は入 札 での

上 限 価 格 で あ り，
そ の ３ 分 の ２ か ら１０分 の８．５

の 範

囲 で契 約 担当 官 が下 限 価格 を決 め る こと が ある。

こ の 範囲 に実 際 の入 札 価格 が 入ら な い場 合 は， 再

度 の 入 札 と な る。

た だ， こ のよ う な時 期
でも 建 設会 社 は単 価 が安

い か ら と 無 碍、に 公 共 工 事 を 断 る わ け に は
い か な

い。 好 景気 の 時 は利 益の で ない
工 事 でも不 景 気 の

時 は頼 み の綱 と なる もの だか らだ。 しか も不 景 気

の 時 は一予定価 格 は先 ほ どの タイ ム ラ グの 関係 で言

え ば今度 は 高 めと なる か ら， 公共 工 事 でも利 益 が

出や すく な る 理届 であ る。（た だ し， 不景 気 の１侍は

］般 に は競 争 条件 が厳 しいカ）ら， 入 札価 格 は シ ビ

ア な は ず で あ る。）

■
フィー ドバックメカ ニ ズムの

有用性

さ て， 話 は変 わ る がア ーチ ェリ ー とい う 的 を射

抜く 競 技 を考 えて みる。 アー チェ リ ー競 技 で は選

手 は一 射 した あ と傍 らに 置 いて ある 望 遠鏡 で その

結 果を 確認 しな がら 次の 一 射を 行っ て いく が， こ

れ は照 準 の微 調 整 を行っ て， 的 の中 心 へ と矢 が集

中 する よう に精 度 を高 めて いる の で ある。 こ こ で

は実 射 の結 果を みて 照 準を か える と いう， 惰 報 の

フ ィ ー ド バ ッ ク メ カ ニ ズ ム が 成 立 し て い る。
た と

え優 秀 な選 手 であ って も こ れが なけ れ ば的 のあ る

都分 に 矢 が集 中す る こと は あっ ても， 矢が 中心 の

ユＯ点 に 集 ま る と は 限 ら な い。

発 注 考 が 行 う 予 定 価 格 の 積 算 に も こ の よ う な

フィ ー ドバッ クメ カ ニ ズム を 考え るこ と が大 切 で

あろう。 す なわち， 予 定価 格 を市 場の 実 勢と 如 何

に乖 離さ せ ない 精 度の もの と する か，換 言す れ ば，

予 定 価 格 の 積 算 の ヂ．
正 確 さ」 を 高 め る た め に，

何

ら か の フ ィ ー ドバ ッ ク シス テ ム が あ る こ と は 有 用

で あ ろ う。

１■
予定価格と入札結果

（予定価格の正確さ）

や や 古い が， 以 下 はイ ギリ ス の研 究者
が ２つ の

内



地 方政 府の 入 札結 果 につ いて 調 べた 例 であ る。 地

方 政府Ａではユ０３件 （１９７５－７８年）， 地 方 政府Ｂで は

６３件 （ユ９７ト７７年） の デ ー タ が あ る。
デ ー タ は 「予

定 価格」 と落 札価 格 で ある。 そ れ ぞ れの
「予 定価

格」 はイ ンハ ウス の 積 算部 門に よ って 作成 さ れた

も の であ り， 建物 用 途 は学 校建 築 が半 分 程度 を 占

め 似 通 っ て い る。

さて， 実際 の 入札 結 果の
ギ予定 価格」 と落 札 価

格 の 分布 は図一１ のよ う に なっ て いた （地 方 政府Ａ

０）み 示す）。も ち ろ んイ ギリ ス には 日本 の 予 定価 格

の しく み のよ う なも の は ない から， 実際 の 落札 価

格は発注者が見積もった価格 （予定価格） を上回

る 場 合 も あ る。
予 定 価 格 をｅＳｔｉｍａｔｅ，

落 札 価 格 を

１ｏｗ ｂｉｄと す れ ば，

ｅｓｔｉｍ ａｔｅ 二 ａ ＋ ｂ ｘ１ｏｗ ｂｉｄ （ａ，
ｂ は 定 数）

とい う単 純 な一 次 式 でそ れら の分 布 状況 の 回帰 表

現 が 可 能 で あ る。 そ の よ う に 表 さ れ た 場 合，

ｅｓｔｉｍａｔｅ二１ｏｗ ｂｉｄと 置 き 換 え て 得 ら れ るａ／（トｂ）

なる価格の上下で予定価格が落札価格に比べて高

いか 低 いか の傾 向 が変 わ るこ と にな る。
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落 札 価 格

さ らに， 一 定規 模 を境 に 回帰 す る データ を 分 け

た り
，
曲 線 回 帰 を 行 っ た り し て，

こ の 分 布 に 当 て

は ま り の よ い 線 を 描 く こ と は 可 能 で あ る。図
一２ に

描 か れ た の は£３００，０００を 境 と して データ を 別々

に し て 回 帰 さ せ た 結 果 と の こ と だ が，
Ａ
，
Ｂ各 地 方

政 府 の予 定価 格０）一性質 が表 さ れて い る。

こう した 自ら の 予定 価格 の 性質 を 理解 する と，

ま だ 入札 が 行わ れ てい な い プロ ジェ ク トの 落札 価

格との乖離の度合いが統計的な言い方 で予想可能

と い う こ と に な ろ う。
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１ フ什１パ／クメカニズムの例
このイ ギリス の 研 究者 によ れ ば， 予 定価 格 の精

度 を高 める た めの フィ ー ドバッ ク の しく みと して

は， ① 簡 単に 使用 で き間 違 いに 早 めに 気
づく こと

が でき る こと， ② 積 算 にお いて 一 定の 偏差 の 存在

を 測定 可 能な こ と， ③た と え一 定 の偏 差 がな くて

も 積算 が だ んだ ん不 正 確に なっ て いく 状 況 を捉 え

る こ と が 可 能 な こ と，
が 必 要 で あ ろ う と し て い る。

そ して， 予定 価格 作 成 にお いて 一 定の 偏 差 が生 じ

て いる か 否 か， また， そ の 落札 価 格 から の偏 差 が

どの程 度 で ある か， を以 下 の 方法 によ っ て知 る こ

と が で き る と し て い る。

（１） 偏差の傾向のチェック

長期 間 で 見た とき に 予定 価 格の 偏差 が 存在 す る

か 否 か を 判 定 す る。
そ の 方 法 は 以 下 の 通 り。

① 建 設 プ ロ ジ ェ ク ト を 時 系 列 に リ ス ト ア ッ プ。

② チ ャ ー トの横 軸 に プロ ジェ ク ト を等 間隔 で

並 べ る。

③ そ れ ぞ れの プロ ジェ ク ト毎 に 予定 価 格と 落

札価 格 の割 合 を計 算 する。（予定 価格 の 方 が高

け れ ばプラ ス， 低 け れ ばマイ ナ スの 値）

④ そ の 割 合 の 累 計 を 計 算 し， チ ャー ト に プ

ロ ッ トする。 （次 頁 に２例 題 を 示す）

プ ロ ジェ ク ト を 横 軸 に 等 間 隔 に 並 べ て い る か

ら， 任 意の ２ 点問 の 傾き は， そ の 間の す べて の プ

ロ ジェク トの 平均 の 偏差 を 表 して いる。 水平 に近

２２ 建 築 コ ス ト 研 究 欄７ ＷｌＮＴＥＲ



いと 予 定価 格の 精度 が 良い こ と を示 し， 下 降線 は

予定 価 格を 実際 より も 低く み てい る（上 昇線 は逆）

こ と を 示 す。
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図一４ 例 題２

１２） 偏差の程度のチェック

例 題 ２ で は４ つ の プロ ジ ェク ト の トー タ ル で

２％ （８％÷雀） の 偏差 しか存 在 しな いよ う に見 え る

が， 実 際 は 個 々 の プ ロ ジ ェ ク ト は す べ て１０％ 以 上

の偏 差 であ り，良 い 予定 価 格の 設定 と は いえ ない。

そう した 偏差 の 程度 を はか る こと も重 要 であ る。

そ の 方法 は，（１）の 手順 の ①， ② を 行った 後， ③

の割 合 を平 方 したも の の累 計 を計 算 し， チャ ー ト

に プロ ッ ト す る。 （表一３， 表一４ 参 照）

プロ ッ トす る 際 に 偏 差 割 合 の 平 方 値 か ら亙００を

引 く こ とによ り， 上 方 向 は偏差 が１０％ 以 上、 下 方

向 は そ れが１０％ 以 内で ある こ とを 表 現 できる。

こ れ ら２つ の 指標 は 同時 に見 る こ とが 重要 で あ

る。 い ずれ も地 方 政 府Ｂの例 を 示 し て いる が， 図

一５ で は７４／王２ま で は 予 定 価 格 が 低 く 出 る 傾 向 で

あ っ た が， そ の 後７７／１ま で は 逆 に 高 く 出 る よ う に

な り
，
そ れ 以 降 は ま た 低 く 出 て い る。 図一３ で は

７３～７４年 では特 に偏 差 が大 き かった が，７４／６～７７／

５に か け て は ほ ぼ ±１１％ に お さ ま っ て い る。

こう した単 純 な分 析 はこ れ から 作る プロ ジェク

表一３ 偏 蓬 ・ コ ン ト ロ ー ル ・ チ ャ ー ト（例 題 １）
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表一４ 偏 差 ・ 菱 ン ト 寛 一 ル ・ チ ャ ー ト（例 題 ２）

プ ロジェクト パ ー セン１≒循 滋 ％ 脩 漉 平 方 ％ ２^

一正０

２０

－！５

１３

１００ ！（〕０

４００ ５（ｉ０

２２５ ７２５

ユ６９ ８９４

トの 予定 価 格の 適 正さ の判 断 指標 と して か なり 役

立 ち そう で ある が， 日 本 の多く の発 注者 は 似た よ

う な チ ェ ッ ク を して い る だ ろ う か。
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注） 下降線 ほ標 準煽蓬 が１０％

以 下 で あ る こ と を 示 し
．

上霧線 は標翠姜煽叢 が１０％

以立で ある ことを 示す

一４１
太８９幽

プ 電 ジェク ト毎 の 日 付
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